
羽田発着枠政策コンテストの評価等に関する懇談会の開催等について

○ 本年８月29日に公表された羽田発着枠配分基準検討小委員会報告書において、平成26年夏
ダイヤより実施していた政策コンテスト枠の枠数を増枠（３枠→５枠）するとともに、対象
路線の拡大や配分期間の延長（２年→３年）など今後の政策コンテストのあり方について提
言が示されたところ。

○ 提言を踏まえて、令和２年冬ダイヤから政策コンテスト枠を配分する路線を選定するため、
これに必要なコンテストの評価基準の見直し、航空会社及び自治体からの提案の評価を行う
に当たり外部有識者の知見を活用する観点から、「羽田発着枠政策コンテストの評価等に関
する懇談会」を開催する。
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